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• 2020年9月

アフターコロナ時代のエネルギー（電力）革命とは
～太陽光発電の主力電源化が日本を救う～

2020年9月

株式会社エクソル 代表取締役社長

一般社団法人 太陽光発電協会 理事

鈴木 伸一
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北極圏で38度 アメリカ・オーストラリア
山火事

中国 大洪水

「アフターコロナ」とはどういう時代か？

「不確実な時代」つまり「『天変地異』の時代」へ突入した！

「あたりまえ」「平和」「平常」が突然そうではなくなる。
突然訪れる「危機の時代」

バッタ大量発生

（仮）

写真1）前野ウルド浩太郎（2020）サバクトビバッタについて
国際農研Webサイト 2020年7月31日

https://www.jircas.go.jp/ja/program/program_b/desert-locust

※写真1） ※写真はイメージです ※写真はイメージです※写真はイメージです

『誰もがいつ、被害・被災の当事者になってもおかしくない時代』

https://www.jircas.go.jp/ja/program/program_b/desert-locust
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「天変地異の時代」においては価値の基準が変わる

「経済」や「貨幣」の価値は浮動的（相対的、変動的）なものに

「実態あるもの」が唯一の「価値」の基準となる。

月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月
（現在）

マスク価格
枚/円 6 60 70 78 30 20 15 15 10

状況 コロナ
第一波 非常事態宣言

ピーク時は平常時の13倍（47倍）の価格

〈例〉 マスクの平均価格（1枚）推移（税別）

ハイパーインフレ
ハイパーデフレ

「『貨幣』はただの交換券」

資料）エクソル調べ

（最安5）（最高160）（最安3.4）
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それが

レジリエンス

「実態あるもの」とは何か？

人間が生きていく上で絶対に必要なもの。「不動的」「絶対的」な価値を持つ。

「実態あるもの」をどれだけ安定的に確保できるかが重要

水 食糧 住居 エネルギー

水 食糧 住居 エネルギー

つくれない 限定的にしかつくれない つくれない 分散化電源（太陽光発電）

× × × ○

エネルギーだけでも、自給自足を

<個人レベル>

etc.
要は現物
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「エネルギー」を化石燃料に依存することの危うさ

■エネルギー（化石燃料）の奪い合いによる国際紛争の発生。

■エネルギーの供給格差社会による貧困や豊かさの格差が発生。→暴力の発生

■有事によってエネルギー調達が断たれ、人々の生活や生命の安全、暮らしの
安心が脅かされる。

■CO2排出量の増加による地球温暖化。→気候・環境変動

■化石燃料を原料とする化学物質から排出される有害ガスの発生、大気汚染、水質汚染。
プラごみ等の廃棄による土壌汚染、海洋・水質汚染等が引き起こされ、生物への影響や
様々な環境汚染問題につながっている。

■気候変動は、干ばつ、山火事、台風、大雨、洪水、生態系の異常を引き起こし、
果ては疫病やウイルスをも産み出し、食糧危機にまでつながる。→天変地異への連鎖

いかに化石燃料への依存を減らすかが、喫緊の課題

～化石燃料依存による弊害～
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現時点では、誰もが簡単に安く手に入れることのできる

（自給自足）エネルギー、それは太陽光発電しかない。

いかに化石燃料への依存を減らすか

太陽光 ◎
さまざまな場所で規模問わず設置が可能である、最強の分散化電源。他の電源
よりも変換効率は低い（技術革新に期待）。

地熱 △ 火山地帯等の地域性がある。また地下熱源調査等に費用と時間がかかる為、導入障壁が高い。

水力 ○
発電や管理コストが安価のため、導入が拡大。大規模ダムに適した地点が少なく、建設可能な地
点は既に建設が完了している。

風力 ○
既に導入が進んでおり、今後、洋上風力の導入拡大が期待される。しかし、導入に適した地域に偏
りがある。

原子力 ×
テロ対策施設や安全性強化のための追加コストが増加し、
経済合理性消失。50年後、新核融合技術に期待。

化石燃料に代わる、代替エネルギーの普及拡大！

「エネルギー維新」
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・「不確実」な時代つまり「『天変地異』の時代」に突入
『誰もがいつ、被害・被災の当事者になってもおかしくない時代』

・「あたりまえ」「平和」「平常」が突然そうではなくなる
・「経済」や「貨幣」の価値は浮動的（相対的、変動的）なものに

→「実態あるもの」が唯一の「価値」の基準となる。（水、食糧、住居、エネルギーetc.）

人間が生きていく上で、絶対に必要なもの。不動的な価値をもつ。
「実態あるもの」をどれだけ安定的に確保できるかが重要。

→エネルギーだけでも、自給自足を

「アフターコロナ」とはどういう時代か？（まとめ）

・「エネルギー」を化石燃料に依存することの危うさ
化石燃料の依存を減らすことが重要

現時点では、誰もが簡単に安く手に入れることのできる

（自給自足）エネルギー、それは太陽光発電しかない。

化石燃料に代わる、代替エネルギーの普及拡大！ 「エネルギー維新」
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99

解決
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国際紛争＜世界平和＞」への答え、そのひとつがここにある

今こそ、化石燃料の需要を減らす太陽光発電の普及を

争いが減り、先進国と途上国間の格差是正につながる。

他国に依存しない自給自足エネルギーである太陽光発電で、過半のエネルギーが確保できるようになれば、
化石燃料への需要・依存度は大幅に下がります。

化石燃料をめぐる争いや国際紛争がなくなり、自給自足ができるようになることで、世界中の暮らしのクオリティ
が一気に上がり、格差是正につながります。
また、貧富の格差を原因とした暴力（テロ等）の抑制にもつながります。

国際紛争が起きる要因の70%は、エネルギー資源の利権争いであると言われます。

一部の産油国からしか手にできないものであり、その利権を限られた裕福層や王族などが独占してきたことに
より、私たち世界中の人類が常にエネルギー・化石燃料の供給危機にさらされています。

エネルギー（化石燃料）が一部の限られたしくみと支配下にあるという問題

エネルギー（化石燃料）の歴史は、その奪い合いの歴史
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「エネルギー・セキュリティ」への答え、そのひとつがここにある

近年頻発している自然災害などの発生により、停電等が長期化した場合の生活への影響や、生命危機への恐怖は計り知れ
ません。→電力会社や大規模発電所、さらには広域電力系統網という外部インフラに依存し、自分たちで使うエネルギーを自
給することができていないからです。

エネルギー自給率の低い国が抱えるリスク
国際紛争等の有事が起きた際に、エネルギー自給率が10％以下と低い国の場合、たちまちエネルギーの供給危機に陥ります。
その結果、暮らしの安心が大規模に脅かされます。

自給自足エネルギーの普及へ、ソリューションは「分散化電源」太陽光発電しかない

エネルギーセキュリティに関しても、自給自足エネルギーである太陽光発電のさらなる普及こそが、
有効な解決策です。さらに「電源の分散化」が電力系統網等への被害が発生した場合の対策として極めて重要になります。

エネルギーの供給リスクにさらされない強靭なエネルギーセキュリティを確保

太陽光発電によりすべての国や地域、そして法人・個人がエネルギーを自給できれば、各国の総エネルギー自給率が飛躍的に
高まり、他国に依存しない強靭なエネルギーセキュリティを確保できます。
エネルギー自給率の極めて低い日本においては、この問題は喫緊最重課題であるといえます。

エネルギーを自給できないことのリスク
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「地球環境問題」への答え、そのひとつがここにある

CO2や地球温暖化以外にも、「天変地異」ともいうべき異常気象が世界中で頻発し、特に気候変動は干ばつ、山火事、台
風、大雨、洪水、生態系の異常を引き起こし、果ては疫病やウイルスをも産み出し、食糧危機にまでつながります。

化石燃料への異常依存は、有害ガスの発生、大気汚染、水質汚染。プラごみ等の廃棄による土壌汚染、海洋・水質汚染
等が引き起こされ、生物への影響や様々な環境汚染問題につながります。

化石燃料を減らしてゆくこと、そして自然や環境を大切にしながらの再エネ普及、
それが地球環境問題の解決につながる

化石燃料への依存度が減ることで、気候変動だけでなく様々な汚染源も減り、あらゆる地球環境問題の
解決につながります。しかし、太陽光発電の普及自体が自然破壊や廃棄物の大量発生につながることがあってはなりません。
強引な山林開発などを禁止しリサイクルシステムの確立が必須条件なのは言うまでもありません。

無限に降り注ぐ「太陽からの愛」とも言える太陽光発電を普及により、化石燃料の需要と依存度を劇的に下げてゆくこと。そし
て、決して枯渇することのない豊かでクリーンな太陽光発電を1kWでも多く普及させることで安全・安心・平等・公平で平和に
生きてゆける世界を、未来の子どもたちに残すことができます。

化石燃料への依存が地球環境全般を脅かす

地球温暖化は環境問題の一側面にすぎない

12

再生可能エネルギー・太陽光発電の普及と「主力電源化」が、地球と日本の未来を変える
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太陽光発電 主力電源化への道すじ
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エネルギーミックスの展望（XSOLの考察）

◆第4次エネルギー基本計画 （2014年4月）
2030年の電源構成（エネルギーミックス）を 再エネ 「22～24％」

原子力「22～20％」 と定める ⇒合計で「44％」

◆第5次エネルギー基本計画 （2018年7月）
2050年に向け再エネは経済的に自立し脱炭素化した主力電源化を目指す

2030年時点の再エネ「22~24％」 ⇒ それに止まらない導入を追求と表記

◆次世代エネルギー基本計画（2021～2年予想）

2030年の電源構成 太陽光 「22～24％」
他の再エネ 「15～19％」
原子力 「 3～ 5％」

※実態を継承したエネルギーミックスへ

※XSOLの推測値

22～24％は最早ただの飾り。実態は大きくかけ離れている

自給率を約50％まで劇的に高めることで
「強靭なエネルギーセキュリティ」を確保

自給エネルギー「40~48％」

太陽光のみで22～24％（200～250GW）社会的要請

2019/9/25
第7回関西太陽光発電展 特別講演
※一部修正加筆

化石燃料の依存度は大幅に削減
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資料）XSOL作成エネルギーミックスの展望（XSOLの考察）
次世代エネルギー基本計画

2030年代以降は、
・自給エネルギーが過半となり、日本のエネルギーセキュリティが強化
（他国へのエネルギー依存も大幅に削減）
・ゼロエミ電源も過半となり、CO２排出（環境）問題も大幅改善

「PV100年構想」へ
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エネルギー基本計画

FIT制度改正 FIT改正後こそが
PVの本格的導入の時代

2013年 2021年 2030年

XSOL独自試算（自家消費型含む・DCベース）

✓ 自給エネルギー不足＝国民生命の危機（社会的要請:200～250GW以上）
✓ FITからの自立こそが太陽光発電の本格導入の時代（Post FIT時代）

【太陽光発電市場導入量 累計推移】

エネルギーミックスの展望（考察） 2019/9/25
第7回関西太陽光発電展 特別講演
※一部修正加筆
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ルーフトップの導入ポテンシャル

資料）統計局
建物の主な利用現況等からXSOL調べ

既築住宅

約3000万棟

公共施設

約7,000件

店舗
約7万5,000件

事務所
約12万6,000件

倉庫

約5,600件

工場

約14万4,000件

新築住宅

約40万棟/年

集合住宅
約100万戸

日本にはルーフトップだけでも、約200GWのポテンシャル

約200GW

2GW

120GW 10GW

40GW

20GW

2GW 1GW

1GW

2019/9/25
第7回関西太陽光発電展 特別講演
※一部修正加筆
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今後の導入方法の分類

FIT
余剰 ◎ ×→△ ×

Non・FIT
全量

これまで

オンサイト

オフサイトオフサイト
100％

自家消費100％
自家消費 △ ○ オンサイト

100％
自家消費 △ ◎ ○

アグリゲート
VPP

アグリゲート
VPP

ア
グ
リ

ゲ
ー
ト

導入方法が多様化し、普及が加速する

自営線 自己託送

V
P
P

住宅 ビル・工場 野立て

FIT
全量

FIT
余剰 ◎ ○ ×→△

Non・FIT
余剰 ◎ ○ ×→△

FIT・FIP
全量 × ○ ◎

× △ ◎
× △ ◎

地域

2020/2/26
第13回国際太陽光発電展
ブース内セミナー

これから
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✓ 地域ごとに電力コミュニティが創出し、送配電の管理（一部）も一体となる。
→コミュニティ用の自家電源や蓄電池が普及し、セミオフグリッドが実現。

✓ RE100のような再エネを求める企業だけではなく、レジリエンスの観点からも導入が拡大。
✓ 再生可能エネルギーの需要は多様化し、様々なシーンに入り込んでくる。

太陽光発電 普及ビジョン
■太陽光発電の普及バランス（これまで） ■太陽光発電の普及バランス（今後 Post FIT）

創る
⇒売る

売電
(全量) FIT

創る
⇒使う

自家消費
(＋余剰)

RE100

RE100＋
住宅用PV

ほとんどの地域・法人・個人が
電気を購入

創る
⇒使う

レジリエンス

買う 買電

地域 法人 個人

特高・高圧・低圧 住宅
特高・高圧・低圧 住宅

FIT→自由売電
(電源開発)

Non FIT＋
After FIT

余剰売電→蓄電
(レジリエンス)へ

企業も個人もレジリエンスを
軸に普及が拡大
「完全自給自足の

独立型分散電源社会」

創る
⇒売る

創る
⇒使う

創る
⇒使う

買う

売電
(全量)

自家消費
(＋余剰)

レジリエンス

買電 電気を買う地域・法人・個人が使う へ移行

災害等で系統から切り離されても、コミュニティ単位・法人単位・個人単位でエネルギーの自給自足が可能に
今回の災害で、電気を創ることは「他人ごと」ではなく、「自分ごと」。→自家消費での再エネ導入があたりまえに！

レジリエンス強化
電力コストの安定化
ローコスト化

地域 法人 個人

Non FIT

2020/2/26
第13回国際太陽光発電展ブース内セミナー
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FIT売電と自家消費①

283% 281%

252% 202% 207%
186%

176%
166%

181%

261%

100%

150%

200%

250%

300%

H24年度

（42円/kWh）

H25年度

（36円/kWh）

H26年度

（32円/kWh）

H27年度

（27円/kWh）

H28年度

（24円/kWh）

H29年度

（21円/kWh）

H30年度

（18円/kWh）

H31・R元年度

（14円/kWh）

R2年度

（12円/kWh）

自家消費

250KW規模の発電所における投資回収率

※FIT売電での投資回収率
調達価格等算定委員会の50KW以上のシステム費用＋土地造成費用
÷20年間の売電収入

※自家消費での投資回収率
R2年度調達価格等算定委員会の50KW以上のシステム費用÷20年間の電気
料金削減額（電気料金は2018年度 電力10社の平均単価（税抜））

現在の自家消費の投資回収率は32円案件（H26年度）と同等

15.73 17.53 18.86 17.65 15.61 16.57 17.33

17.33
17.33

42
36 32 27 24 21

18

14 12
0

20

40

60

H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 令和元年度 令和2年度

産業電気（賦課金含） 売電単価

FIT売電単価と産業用電気料金推移

（R2年）

2020/2/26
第13回国際太陽光発電展ブース内セミナー
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FIT制度がスタートしたH24年度（FIT売電単価・42円/kWh）と比較すると、現在（R2年度）

は同じ投資費用で約2.2倍の発電設備をつくることができるため、導入が促進される。
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559 559

0

100

200

300

400

500

600

H24年度

（42円/kWh）

H25年度

（36円/kWh）

H26年度

（32円/kWh）

H27年度

（27円/kWh）

H28年度

（24円/kWh）

H29年度

（21円/kWh）

H30年度

（18円/kWh）

H31・R元年度

（14円/kWh）

R2年度

（12円/kWh）

R２年度

自家消費KW

FIT売電と自家消費②

約2.2倍

2020/2/26
第13回国際太陽光発電展ブース内セミナー
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35.0

40.0

12年/7 13年/2 13年/9 14年/4 14年/11 15年/6 16年/1 16年/8 17年/3 17年/10 18年/5 18年/12 19年/7 20年/2

FIT買取価格（産業用）

回避可能費用（最大値）

回避可能費用（最小値）

FIT買取価格と回避可能費用の推移

注）2014年4月以降はH26年以後に再エネ特措法第6条第1項の認定を受けた設備の数値を採用

資料）GIO（一般社団法人低炭素投資促進機構）HP掲載の回避可能費用を元にグラフ化
（円/kWh）

2020年4月以降のFIT売電単価（50kW以上）は12円/kWh
FITから自立した導入拡大へ

2020年4月以降
50kW以上

FIT買取価格
12円/kWh①

②

③
A

B
FITがスタートした2012年（A）と比べ2020年度（B）は約1/7賦課金はFITがスタートした2012年7月（A）と比べ、2020年度（B）は約1/7に減少

2020年7月
①12円/kWh
②9.43円/kWh
③6.95円/kWh

2019/11/19第15回ソーラージャーナルPVビジネス
セミナー※一部情報を更新
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・After FITの価値（買取価格）が明確（7～22円/kWh ※一部条件付)
になり、FITによる余剰売電（22円/kWh）に匹敵する単価が続出。

・回避可能費用においては、毎月変動するが、10円/kWh程度。2019年度の入札に
おける最低落札価格は10.5円/kWhとすでにコスト面においては自立している。
仮にFIT金額が10円/kWhとなった場合は、賦課金はほぼ発生しない。

※太陽光発電はコスト競争力において既に自立

回避可能費用
（6.95~9.43円/kWh）

2020年7月

賦課金（2円/kWh)

託送料金

回避可能費用
（5.05～8.81円/kWh）

2012年7月

賦課金

託送料金

2012～2020年度
FIT全量売電単価
（40～12円/kWh）

FIT全量売電単価
（12円/kWh）

回避可能費用
（約10円/kWh）

託送料金

賦課金はほぼ発生しない

2020年度

賦課金は
年々減少

2020年度以降の新設は

2012年

2019/11/19第15回ソーラージャーナルPVビジネ
スセミナー※一部情報を更新

ほとんど再エネ賦課金は発生しない
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長期安定稼働とレジリエンス電源化の実現に向けて

フェーズⅠ

フェーズⅡ

フェーズⅢ

フェーズⅣ

○通報制度を活用し、規制執行強化
や緊急対処が必要！
まずはここから。

○目視や電気点検を行い、不具合
が発見された設備の是正。
重要なのはここ！

車
検
制
度

通
報
制
度

○電技の遵守が行われているかは不
明確であるが、強度的問題はない
ものと判断される。
「緊急」対応は不要！？

竣
工
検
査
評
価

○制度の確立
議論・検討が進行中

「
仕
様
」
の
設
定
・
原

則
化

認
定
商
品
登
録
制

約30％
格上げ！

規
制
執
行
強
化

約70％

2018/11/15第33回太陽光発電シンポジウム
ショートプレゼン資料（当社）より
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XSOLの取組

25
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いよいよ訪れる Post FIT の時代

「平成」から「令和」へ 美しい調和の時代への変革と共に

世界、そして日本にエネルギー革新が訪れようとしています。

それが XSOL の提唱する「ファイナライズ＜完成＞」です。

すべての屋根への全棟搭載を可能に！

大きな発電所から電気を供給されるのではなく、それぞれが自分たちで創る。

国民負担もともなわず、大きな土地も必要とせず、そして送配電網の心配もない。

「PV100 年構想」を実現させ、太陽光発電の「主力電源化」を実現させ、

電気は買うより創る、売るより使う方がおトク。
それがあたりまえの時代になってきました。

2019年2月プレスリリース
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が提供する4つの「レス」

✔

万が一の停電時にも
電気が使えるから安心

創った電気を自家消
費し、電気代を節約

0円設置で初期費用
負担がかからない
手軽な費用負担で設置

O&M等のアフターサー
ビス体制も充実

✔

✔

「電気は買うより創った
方が安い」

✔

✔

✔

✔

この4つの「レス」がお客様にご提供できるベネフィット

2019年2月プレスリリース
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住宅用ソリューションXSOLの取組
2019年4月
プレスリリース

2019年9月
プレスリリース

レジリエンスパックがさらに導入しやすく
・最適なシステム
・充実した保証
・最適シミュレーションを搭載

お客様のニーズに合わせた3タイプの
創蓄電パックシステム。
停電などの非常時にも

「いつも通りの生活を」
停電レスを実現！

従来不可能であった、太陽光発電をパネル1枚
からでも設置することができる。画期的なシステム
です。
これまで設置できなかった場所に設置可能

すべての屋根への全棟搭載に向けて

太陽光発電を
パネル1枚から設置できる!
つけれなかったあの場所にも！

停電レスの家を実現！
創蓄電システム

いつもの暮らしを支える
もしもの時、
大切なライフラインを守る。

全ての家庭を、停電レスに

2020年9月
プレスリリース
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産業用ソリューションXSOLの取組

PPAマッチング

2019年11月～
2019年11月
プレスリリース

グリーンチケット
太陽光発電を

実質0円で導入！

太陽光発電で発生した「環境価値」を0.65
～3円/kWhで買い取ります。
投資効果がさらに向上！

住宅も

エクソルでは案件ごとに複数のPPA事業者から
見積もりを取得することができ、最適なPPA事
業者を選択。

太陽光発電のクリーンな
価値をお金にします！
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XSOLの取組

2020年2月プレスリリース

オリジナル製品

2015年1月プレスリリース

2017年6月プレスリリース

2019年9月プレスリリース

パワーコンディショナの自立運転機能を使用するための外部コンセント
キットを製品化。日本中の発電所を停電時の給電ステーションに！

太陽光発電システム（創）
蓄電池（蓄）
空調制御（省）ワンセットに！

【置くだけ簡単・安全な陸屋根専用架台】
置き基礎だから穴をあけずに設置が可能
防水層を傷つけずに設置が可能

接着剤を使用した画期的な施工方法を実現。
折半屋根に穴をあけずに設置可能

業界初

屋根に穴をあけずに太陽光発電が設置でき、
雨漏れの心配不要

基礎を置くだけの簡単設置で穴もあけない
設置が困難な場所にも楽々設置

停電時に太陽光発電所から電気を取り出せる
これ一台で安心、外部コンセントキット

このワンセットだけで電気代が大幅削減！
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太陽光発電の主力電源化が「日本・世界・地球」を救う
だからこそ

この産業は「人々・世界・地球」にとって必要不可欠

そしてこれからが本番

31
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ご清聴ありがとうございました


